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Masaaki AOTA， Toshiyuki KAWAMURA 1979 Observation of Oceanographic Condi・

tion in the Okhotsk Sea Coast of Hokkaido in Winter 11. Low Temperature Science， 
Ser. A， 38. (With English Summary p. 141) 

北海道オホーツク海沿岸の冬季の海況について II*'** 

青田昌秋・河村俊行

(低温科学研究所)

(昭和 54年 10月受理)

1. まえがき

北大低温科学研究所・間属流氷研究施設では流氷観測用レーダーによって，流氷の分布，

移動の研究を行なっている1，2)。流氷は主に風と海流の作用によって，変形しながら動く。これ

まで流氷期の海洋観測は皆無であり，流氷の下の海流や水塊構造の変動については何も知られ

ていなかった。

1976年度から，流氷の運動の研究に関連して，流氷下の海流，水温および塩分量の測定を

はじめた。ここでは，前報3)に続いて， 1978 年 12 月 ~79 年 3 月の観測結果を報告する。

II. 観測概要

観測に用いた測定器は，前回と同じくアンデラ一 CM4型流速計で，測定項目は流向，流

速，水温および塩分量である。前固までの測点はすべて紋別沖であったが，今回は紋別港北東

8浬(水深 70m)の水面下 25m層および雄武港北東 6浬(水深 65m)の水面下 25m層の 2測

点である。測点を第1図に示す。

測定期聞は紋別沖が 1978 年 12 月 26 日 ~79 年 3 月 22 日，雄武沖が 1978 年 1 月 6 日 ~3

月23日である。 なお今年は平年に較べて流氷の接岸が
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第1図 訊H速計の設置点および紋別
流氷観測レーダーの観測範

囲:0印は流速計設置点，
円弧は紋別流氷観視Jjvー夕、

ーの観測範囲 (30浬)を示す

第2図 紋別流氷観測レークーによる氷量の変化:

第 1図に示した半径 30湿の円弧内の海域

に占める氷野の面積比(%)

*北海道大学低温科学研究所業績 第2182号

料北海道大学低温科学研究所流氷研究施設研究報告第82号

低温科学物理篇第38輯昭和 54年



1) 流速の変動

測点は 2 点とも距岸 6~8

浬， 水深 65~70m， 測深は水

面下25mである。 両測点は海

岸線に平行な方向に約20浬(37

km)隔っている(第1図)。

第3，4図の日平均流速の

変動から，この沿岸の冬季の流

れは主に沿岸に平行な南東流で

あることがわかる。観測期間の

平均流速は 15~17cm/secであ

る。しかし南東方向の日平均流

速は lOcm/secから 40cm/sec

まで大きく変動している。

流速変動の周期性を詳細に

みるため， 30分毎の測流結果を

用いて，南北，東西両方向の流

速変動のパワースベクトルを求

めた。ここでは1日内外の周期 o 

成分と 2日以上の長周期の変動
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遅く，観測期間の前半は流速計

設置海域は開水面であった。

第2図に紋別流氷観測レーダー

による氷量の変化を示すぺ

III. 観測結果および考察

第3，4図に観測結果を示

す。 測定の時間間隔は 30分で

あるが，図ではすべて日平均値

で表わした。なお流速に関して

は海岸線に平行な成分(南東流 三
を正)，沿岸に垂直な成分(離岸

流を正)で示した。

に注目し，周波数領域を 2つに

分けてノミワースベクトルを求め

た(第5，6図)。短周期の領域で

は両誤Ij点の両成分(第5，6図A，
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B)とも 0.04cycle/hour (周期25時間)にピークがあり 1日周潮が卓越していることがわか

る。一方，長周期の変動では両測点の両成分(第5，6図A'，Bっとも 0.0028cycle/hour (周期

約15日)にピークがある。 また 0.006~O.02 cycle/hour (周期 2~7 日)にもいくつかのピーク

II 北海道オホーツク海沿岸の冬季の海況

が認められる。

すなわち，この沿岸域の冬季の流れは 1日周潮および約15日の長周期成分が卓越して

いるが，同時に数日周期の変動成分も含みかなり複雑である。

第1表に観測全期聞から求めた潮流の調和常数を示す。

第 1 表から，この沿岸の冬季の流れの恒流成分は 15~17cm/secの南東流である。潮流は

01> Kjの1日周潮が卓越している。 また約15日の長周期の変動成分もかなり大きく，

潮の振幅に匹敵する。

2) 水温および塩分量の変動

両測点で水温，塩分量とも 1月中旬頃急速に降下し，水温は -lSC以下，塩分量は32.5%。

弱となっている。しかし両測点とも塩分量はすぐに上昇しはじめ 2月下旬には流氷到来期の

1日周
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第5図
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第 6図 1979 年 1 月 6 日 ~3 月 20 日の雄武港北京 6 浬・

水面下 25m層の流速のパワースベクトノレ
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第1表 1978 年 12 月 26 日 ~79 年 3 月 20 日紋別港北東 8 浬， 1979年

1月6日-3月 20日雄武港北東6浬の海潮流の調和常数
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12 月下旬~1 月中旬よりはるかに高塩分となっている。また，紋別沖では顕著ではないが，水

温と塩分量の変動はほぼ同じ傾向を示している。 前回 (1977 年 12 月 ~78 年 4 月)の観測の紋

別港北東8浬60m層でも， 1 月1O~30 日の約 20 日間水温，塚分量の上昇がみられた。今回の

測深は水面下25mで比較的表層に近い。このことから，流氷期の塩分量の上昇は前年 (1978

年)にかぎられた特異な現象で、はなく，かつ，年によっては底層のみでなく表層付近にも起って

いることがわかった。この水温，極分量の上昇は，その梅分量から考えて宗谷暖流系水塊の流

入によるものと考えざるを得ない。

3) 冬季の宗谷暖流

これまで宗谷暖流は冬季には消滅してしまうと考えられていた。しかし前回 (1977年 12

月 ~78 年 4 月)および今回の観測によって，宗谷暖流は冬季・流氷下にも存在していることが

明らかとなった。

両浪Ij点の南東方向の流速は，数日周期の変動もあり，かなり複雑である。しかし両点とも

塩分量の増大時には，平均的には流速の南東成分も増大の傾向を示している。また雄武，紋別

沖の塩分量の変動の位相を比較すると 2~3 日のずれがあり，雄武沖の方が先行している。

塩分量の増大期間中の平均流速(沿岸平行成分)を第 3， 4 図から 20~25 cm/sec とすると 2~

3日間の移動距離は2視1)点聞の距離にほぼ一致する。

2測点の観測結果に見出されるこれらの現象は，流氷期にも宗谷暖流系水塊は脈動的にこ

の沿岸沿いに南東流していることを示している。すなわち，冬季にも対馬暖流は宗谷海峡を通

じてオホーツク海へ流入しかっ沿岸沿いに南東流していることが確実となった。

4) 冬季の海流と水位および気圧差の関係

暖候期，宗谷暖流の勢力が強い時期の流れは， 日本海とオホーツク海の水位差に関係して

いることが知られている5)。しかし冬季日本海からオホーツク海への対馬暖流の流入の機構は

明らかでない。

前項でこの沿岸の流れには日周潮のほかに約 15日および数日周期の変動成分も含まれて

いることを知った。 10数日以上の周期変動が天文潮であるか，気象的あるいは地形要因による

ものかはまだ明らかでない。

ここでは，冬季この沿岸の南東方向の流速変動と日本海ーオホーツク海側の水位および気

圧差の関係をみる。日本海およびオホーツク海の水位，気圧の差は稚内，網走の各地方気象台

による値を用いて算出した。なお水位については 1mbにつき 1cmの気圧補正を施した。

流氷期の水位(検潮)記録には欠測が多い。 1例として第7図に検潮記録に欠測が少なか

った 1978 年 12 月 ~79 年 4 月の稚内~網走の水位差と気圧差および同時期の紋別港北東 8 浬

25m層の浪1)流結果を示す。なお第7図の流速，水位差および気圧差はすべて日平均値である。

第7図から，紋別沖の流速(南東流)と稚内，網走聞の水位差，気圧差の聞に明確な関係

があるとは言い難い。しかし 10日以上にわたって持続する水位差の橋大期間と流速の増大期

間はほぼ対応しているように思われる。また水位差はほぼ一定でも気圧差が急変しているとき

には流速もこれに対応して急変している場合が多い。これはこれまでの 3冬の観測に共通した

傾向である。
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第7図 1976年 12月-77年 3月紋別港北東浬・水面下 25m層の

流速変動(日平均値)と稚内~網走の水位差および気圧差
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このことから，対馬暖流系水塊は冬季にも両海の気圧配置またこれにともなう両海の水位

差によって脈動的，断続的にオホーツク海へ流入し，沿岸沿いに南東流していると想像され

る。ここでは稚内，網走の値で両海を代表させたが，今後より広範囲の気圧配置および対馬暖

流の流勢の変化も含めて考察を進めていきたい。

v. あとがき

1976， 78年度に続いて， 1978 年 12 月 ~79 年 3 月紋別港北東 8 浬点および 1979 年 1~3 月

雄武港北東6浬点の水面下25m層の流速，水温，塩分量の連続観測を行なった。

その結果以下のことが明らかとなった。

1) 1978 年 12 月 ~79 年 3 月，紋別，雄武沖の海流は主に沿岸に平行な南東流で，平均流

速は 15~17 cm/secであった。潮流成分は 01>K1等の1日周潮が卓越している。一方，約 15

日間の長周期成分があり，この振幅は日周潮に匹敵する大きさである。

2) 水温，塩分量とも 1月中旬に急速に降下する。しかし再び上昇し長周期の変動を示し

ている。とくに塩分量の回復は著しく 2月中~下旬には流氷到来前より高塩分となっている。

また水温，塩分量は同じ傾向を示している。

3) 沿岸に平行な 2測点の塩分量の長周期の変動に注目すると，雄武沖の塩分量の急変が
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2~3 目先行している。 塩分量上昇期の流速から，この沿岸に高塩分水塊が脈動的に南東流して

いることが明カミらとなっTこ。

4) 日本海からオホーツク海への暖流系水塊の流入，この沿岸に沿う流れの機構は明らか

ではないが，日本海ーオホーツク海の気圧配置これにともなう水位差に関係しているようにお

もわれる。

おわりにのぞみ，御協力いただいた田畑忠司教授をはじめ流氷研究施設の皆様，東大理学

部・永田豊助教授に感謝の意を表します。また潮流の調和解析に御協力いただいた理化学研究

所・長島秀樹博士に併せてお礼申し上げます。

なおこの研究は災害科学特別研究，計画研究“沿岸海域における流氷の運動予測の研究"

によって行なったことを付記する。
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Summary 

Movement of drift ice 0妊 theOkhotsk Sea coast of Hokkaido was studied by measuring 

ocean currents in the 25 m layer at two stations (8 and 6 nautical miles off Mombetsu harbour 

and Omu harbour respectively) using AANDERAA current meters in winter of 1979 (Fig. 1). 

The results of measurements are shown in Figs. 3 and 4. Power spectrums of current 

speed for the entire length of data at two stations are illustrated in Figs. 5 and 6. The 

constituents of tidal current is shown in Table 1. 

It was found that the residual current runs southeastward along the coastline at the mean 

speed of 15-17 cm/sec， that the diurnal constituents (01， K1) and long-period constituent (a period 

of about 15 days) are predominant in this region in winter. 

As is known w巴11from a large number of oceanographical observations， the salinity of 

the surface water in the southern part of th巴 Okhotsksea is less than 31.4%0 and that of 

the Soya warm current is more than 33.6%0. And it has b巴enconsidered that the Soya 

warm current disappears in winter. 

A high-salinity water mass was found， however， at the bottom layer 8 nautical miles off 

Mombetsu harbour intermittently last winter (1978). It was also found near the surfac巴 both

。任 Mombetsuand 0任Omuin this observation. 

The current speed along the shoreline， temperature and salinity show periodical variations. 

A comparison in detai1 of the phase of each variation between the two stations disclosed that 

the phase difference between them is 2-3 days， which is especially clear in the long-period 

variation in salinity. 

These facts show that the Soya warm current does not disappear but runs along the 
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shor巴lineperiodically or intermittently even in winter. 

It is supposed that the inflow of a high-salinity water mass from the Japan sea to the 

Okhotsk sea might be caused by the differences in sea level and atmospheric pressure between 

the northern part of the ]apan sea and the southwestern part of the Okhotsk S巴a.


